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﹇
作
品
情
報
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萬
鐵
五
郎
《
山
村
の
春
》 

『
中
学
世
界
』
第
二
二
巻
第
五
号
（
博
文
館
、
一
九
一
九
年
四
月
一
日
） 

三
一
・
五×

二
二
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

   

﹇
解
説
﹈ 

こ
の
口
絵
は
、
江
渡
憲
夫
「
萬
鐵
五
郎
の
大
正
期
の
雑
誌
挿
画
」

（『

岩
手
県
立
博
物
館
研
究
報
告
』

第
一
八
号
、
二
〇
〇
一
年
二
月
二
〇
日
、
九
三
〜
一
二
〇
頁
、
論
文
の
表
題
は
目
次
で
は
「
萬
鐵
五
郎
の

大
正
時
代

マ

マ

の
雑
誌
挿
画
」
に
な
っ
て
い
る
）
に
お
い
て
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
原
画
が
現

存
す
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。 

架
蔵
本
の
口
絵
は
右
下
の
方
に
少
し
破
れ
が
あ
る
。
雑
誌
に
綴
じ
ら
れ
た
ま
ま
の
状
態
な
の
で
、
口
絵

の
上
端
は
見
え
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
、
寸
法
に
つ
い
て
は
、
口
絵
自
体
で
は
な
く
、
口
絵
が
印
刷
さ
れ

て
い
る
紙
を
測
っ
た
も
の
で
あ
り
、
縦
の
長
さ
は
雑
誌
の
背
表
紙
か
ら
口
絵
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
紙
の
下

端
ま
で
を
採
寸
し
て
い
る
。
ま
た
、
綴
じ
目
の
付
近
は
暗
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
上
手
く
ス
キ
ャ
ン
で

き
て
い
な
い
。
口
絵
の
裏
面
に
は
、
目
で
見
ら
れ
る
範
囲
に
限
っ
て
は
何
も
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
が
、
綴

じ
目
の
部
分
に
つ
い
て
は
見
え
な
い
の
で
確
認
で
き
て
い
な
い
。 

口
絵
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と
目
次
の
間
に
、
作
者
と
題
名
の
表
記
の
異
同
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
断
言



 2

は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
口
絵
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
「
鐵
」
と
「
郎
」
が
判
読
困
難
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
「
鐵
」
は
も
し
か
し
た
ら
「
鐡
」
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
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こ
のPD

F

の
無
断
で
の
転
載
、
複
製
な
ど
は
禁
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 


